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 学位論文審査の結果の要旨 
 
MISHYNA MARYIA 
 
 
 本研究は，コーカサス山脈原産であり，飼料作物として東ヨーロッパに導入さ
れたが現在では侵略的外来植物となって各地で問題となっているセリ科のハナ
ウドに近縁の植物 Heracleum sosnowskyi に含まれる他感物質を検索し同定する
ことを目的として行ったものである。  
まず，本植物 (H. sosnowskyi)と，その近縁種で侵略的ではない H. asperum, H. 
lescovii, H. dissectum, H. hirtum の他感作用を，根から滲出する物質，葉や種子か
ら浸出する物質，および揮発性物質による作用の３つの作用経路毎に検定した結
果，葉および種子から浸出する物質による作用と揮発性物質による作用は，侵略
性のない種よりも本植物の方が強かった。本植物は年間１ヘクタールあたり 5
トンの種子を生産し春先まで地表面を完全に被覆する。そこで種子から浸出する
他感作用に関与する物質を調べた結果，候補物質として angelicin, bergapten, 
methoxalen, imperatorin 等のフロクマリン類が検出された。これらは種子の周囲
を包む果皮に局在していること，低温催芽処理はその量を半減させることを明ら
かにした。全活性法によりこれらの物質の阻害作用への寄与率を計算した結果，
angelicin が作用本体であることを明らかにした。angelicin の作用機構として，酸
化ストレスに関与する酵素の阻害であることを示した。また種子の果皮に含まれ
る他感作用に関与する揮発性物質を Cotton swab method（綿棒法）という新たに
開発した手法で調べた結果， octyl acetate, octanol, octanal, hexyl isobutyrate, 
hexyl-2-methyl butyrate 等を検出したが，全活性法により評価した結果，octanal
が活性本体であることを明らかにした。Octanal が植物の生育を顕著に阻害する
他感物質であることを報告したのはこれが初めてである。  
 以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構成
および公表論文数などから，本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が
博士(農学)の学位論文として十分価値があるものと判断し，合格と判定した。  
